




Fe e belas letras da Santa Maria nas cantigas
medievais gelego-portuguesas, II As cantigas


















信仰のありようを探る試みである。構成は以下のとおりである。第 1 章　トロバドールの芸術　 1 ．
詩歌の言語　 2 ．ジャンルの多様さ　 3 ．『カンシオネイロ』の写本と音楽　／第 2 章　愛のささや
きのカンティーガ　 1 ．ジョアン・アイラス・デ・サンティアゴ「クレセントの森の小道へ」　 2 ．
パイオ・ソアレス・デ・タヴェイロス「何より望んだことなのに」　 3 ．ルイ・ケイマード「身に起
きたことを話しましょう」　 4 ．アイラス・ヌーネス「娘よ、今日は踊りなさい」　／第 3 章　愛の哀
しみのカンティーガ　 1 ．フェルナン・ロドリグス・デ・カリェイロス「愛する人は私に告げた」　 2 ．
ペロ・デ・ヴェル「あの日あなたにつれなくした」　 3 ．ペロ・デ・ヴェル「聖マリアのもとに愛す
る人を」　 4 ．サンシュ・サンシェス「愛する人はきっともう」　 5 ．ジョアン・ヴァスクス・デ・タ
ラヴェイラ「あなたが会った私の恋人は」　 6 ．ジョアン・ソアレス・コエリョ「どんな喜びがある
というのか」（以上前号）　／第 4 章　旅の愁いのカンティーガ　 1 ．アフォンス・ロペス・デ・バイ
アン「今日、心踊らせて望むのは」　 2 ．アフォンス・ロペス・デ・バイアン「とてもうれしい知ら
せが」　 3 ．アイラス・パイス「レサの聖マリアのもとへ」　 4 ．アイラス・パイス「愛する人に会う
ために」　 5 ．フェルナン・ド・ラゴ「ラゴの聖マリアに」　／第 5 章　聖母を慕うカンティーガ　 1 ．
アフォンス・メンデス・デ・ベステイロス「世の婦人の中で」　 2 ．ディニス 1 世「ああ、うるわし
い御婦人よ」　 3 ．ディニス 1 世「プロヴァンスの手法にならい」　 4 ．ディニス 1 世「さびしかった
あの日に」　 5 ．ペロ・ダ・ポンテ 「主なる神、今あなたは」　／第 6 章　中世ポルトガルの聖マリア




Fé e belas letras da Santa Maria nas cantigas medievais gelego-portuguesas, II
As cantigas para louvar a Nossa Senhora
菊　地　章　太＊
KIKUCHI Noritaka






1 　Ir quer’ hoj’ eu, fremosa de coraçom, 今日、心躍らせて望むのは
2 　por fazer romaria e oraçom 巡礼に旅立ち、そして祈ること。
3 　a Santa Maria das Leiras, 　レイラの聖マリア［の聖地］へ。
4 　pois ［o］ meu amigo i vem. 　愛する人もそこに行くのだから。
5 　Des que s［e ele］ foi nunca vi prazer, あの人がいたならうれしかったはず。
6 　e quer’ hoj’ ir, fremosa polo veer, あの人に会いに今日も心躍らせて行きたい。
7 　a Santa Maria das Leiras, 　レイラの聖マリア［の聖地］へ。
8 　pois ［o］ meu amigo i vem. 　愛する人もそこに行くのだから。
9 　Nunca serei ［eu］ leda, se o nom vir, あの人が来なくともいつか喜ぶ日が
10　e por esto fremosa quer’ ora ir あるだろう。だから今、心躍らせて行きたい。
11　a Santa Maria das Leiras, 　レイラの聖マリア［の聖地］へ。
12　pois ［o］ meu amigo i vem. 　愛する人もそこに行くのだから。
　アジュダ写本、欠如。リスボン写本、739番、160葉裏 1 ～ 2 列。ヴァチカン写本、341番、55葉表 2 列～裏 1 列。
Monaci, pp.133sq.；Braga, p.65；Videira Lopes, I, p.49.
　（1） ir /lis. va. mo. br. hyr；quer’ hoj’ eu /lis. va. mo. queroieu, br. quer’ oj’ eu （3） santa /lis. va. mo. br. sancta［7, 
11行も同様］（4） pois ［o］ /lis. va. mo. br. poys；i /lis. va. mo. br. hy［8, 12行も同様］（5） s［e ele］ /lis. va. mo. sso 
meu amigo, br. s’ o meu amigo （6） hoj’ ir /lis. va. mo. ogir, br. oj’ ir （8） pois ［o］ /lis. va. mo. poys［以下欠］（9） 
serei ［eu］ /lis. va. mo. br. serey；se o /lis. va. mo. seo （10） quer’ ora ir /lis. quer ora hir, va. mo. ancora hir. br. and’ 
or’ a hir （12） pois ［o］ meu /lis. va. mo. poys meu［以下欠］
　12行 3 詩節のカンティーガ・デ・アミーゴ。リフレインをともなう。脚韻の形式は各詩節 aabc で
ある。 1 詩行10音節（リフレインは 8 音節）だが、リスボン写本とヴァチカン写本は 5 行目が «Des 
que sso meu amigo foy nunca vi prazer» とあって音節数が超過している。ヴィデイラ・ロペスは 




　ここに歌われた聖地サンタ・マリア・ダス・レイラス Santa Maria das Leiras はポルトガル北部
の町ヴィアナ・ド・カステル Viana do Castelo にある。リマ川の河口の古い町で、 8 月20日のロマ
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菊地：中世ポルトガルの聖マリア信仰と文芸（下）




　アフォンス・ロペス・デ・バイアン Afonso Lopes de Baião はポルトガル出身のトロバドール。13
世紀の『古系図書』Livro velho de linhagens に記された大貴族 rico-homem の家系に属する（ 1 ）。一
時期アンダルシアに滞在し、1248年のセビーリャ攻略に参戦した。征服地の分配名簿 repartimiento 
に名が記されたという。これはレコンキスタによって獲得した土地を入植者に分与した制度である。
この年に即位した第 5 代ポルトガル王アフォンス 3 世の宮廷に迎えられた。1254年以降は由緒あるブ
ラガンサ Bragança の上官代理 tenente をつとめ、国王顧問として第 6 代ディニス 1 世の治世にまで
およんだ。妻モール・ゴンサルヴェス・デ・ソウザ Mor Gonçalves de Sousa はトロバドールとして
知られるガルシア・メンデス・デ・エイショ Garcia Mendes de Eixo の姪である。バイアンの没年
は1284年とされる（ 2 ）。




グラールか。指で弦をつまびくヴィオラ・デ・マン viola de mão（カスティーリャのビウエラ・デ・
マーノ vihuela de mano）を手にする。タンバリンを打つ小姓の姿もある。本稿第 3 章で取りあげた
ジョアン・ソアレス・コエリョのカンティーガのところにもこれに類似する挿画がある［図 2 ］。
2 ．アフォンス・ロペス・デ・バイアン「とてもうれしい知らせが」
1 　Disserom-mi ũas novas de que m’ é mui gram bem,
2 　ca chegou meu amiguo e se el ali vem,
3 　a Santa Maria das Leiras irei velida,





5 　Disserom-m’ ũas novas de que hei gram sabor,
6 　ca chegou meu amigo, e se el ali for,
7 　a Santa Maria das Leiras irei velida,







9 　Disserom-m’ ũas novas de que hei gram prazer,
10　ca chegou meu amigo, mais eu polo veer,
11　a Santa Maria das Leiras irei velida,





13　Nunca com taes novas tam leda foi molher, 
14　com’ eu sõo com estas, e se ［el］ i veer,
15　a Santa Maria das Leiras irei velida,





　アジュダ写本、欠如。リスボン写本、739番、160葉裏 2 列～161葉表 1 列。ヴァチカン写本、342番、55葉裏 2 列。
Monaci, p.134；Braga, p.65；Videira Lopes, I, pp.49sq.
　（1） disserom-mi /lis. va. mo. diseronmi, br. disseron-m’；ũas /lis. va. mo. hunhas, br. unhas［5, 9行も同様］；que m’ 
e /lis. va. mo. queme （2） amigo /lis. va. mo. amigue, br. amigu’ （3） santa /va. mo. br. sancta （3） irei /lis. va. mo. br. 
hirey （4） se /lis. sse；i /lis. va. mo. br. hy［8, 12, 16行も同様］（5） disserom　o. disson muha〜s；hei /lis. va. mo. br. 
ei［9行も同様］（10） polo /br. pol-o （14） com’ eu /lis. va. mo. comeu；sõo /va. mo. br. solo；se /lis. va. sse；i /lis. 
va. mo. hi, br. hy；veer /lis. va. mo. ueher （15） a santa maria /lis. va. mo. a sca〜 m〜 ［以下欠］
　16行 4 詩節のカンティーガ・デ・アミーゴ。リフレインをともなう。脚韻の形式は各詩節 aabc で
ある。対になった詩行で類似の内容を語りつつ末尾だけ変えている。これはリスボン写本冒頭の「詩








1 　Quer’ ir a Santa Maria e, 聖マリアのもとへ行きましょう。
2 　irmana, treides migo, お姉さん、いっしょに来てください。
3 　e verrá o namorado 私の愛する人もきっと来ます。
4 　de bom grado falar migo； 私と楽しく語りあうために。
5 　quer’ ir a Santa Maria de Reça 　レサの聖マリアのもとへ行きましょう。
6 　u nom fui há mui gram peça. 　しばらく行かなかったのだから。
7 　Se alá foss’, irmana, bem sei そこに行けば、お姉さん、
8 　que meu amig’ i verria, 私の愛する人にきっと会えるはず。
9 　por me veer e falar migo, 私と会って語りあうでしょう。
10　ca lho nom vi noutro dia； あの日は彼に会えなかったけれど。
11　quer’ ir a Santa Maria de Reça 　レサの聖マリアのもとへ行きましょう。
12　u nom fui há mui gram peça. 　しばらく行かなかったのだから。
　アジュダ写本、欠如。リスボン写本、1285番、270葉裏 1 列。ヴァチカン写本、891番、140葉表 2 列。Monaci, p.303；
Braga, p.167；Videira Lopes, I, pp.133sq.
　（1） quer’ ir /lis. va. mo. quer hyr, br. quer’ hyr；santa /va. mo. br. sancta；maria /lis. va. mo. maria de reça, br. 
maria de leça （2） irmana /lis. va. mo. br. irmanas （5） quer’ ir /lis. va. mo. quer hir, br. quer’ hyr；santa /lis. va. mo. 
br. sancta；reça /br. leça［11行も同様］（6） u /lis. va. mo. br. hu；hui há /lis. fui, va. mo. br. hui a；mui /lis. mays （7） 
alá /lis. mo. ala, br. a lás；foss’ irmana /lis. fossirmana, mo. fossir mana, br. poss’ ir mana （8） amig’ i /lis. va. mo. 
amigui, br. amigu i （9） falar /va. mo. br. por falar （10） ca lho /lis. va. mo. calho, br. va lh’ o；noutro /br. n’ outro 
（11） quer’ ir /lis. va. mo. quero hir；de reça /lis. va. mo. de［以下欠］
　12行 2 詩節のカンティーガ・デ・アミーゴ。リフレインをともなう。リスボン写本とヴァチカン写
本はともに各詩節 6 行とし、モナチ校訂本とブラガ校訂本もこれにしたがうが、それでは脚韻がそろ
わない。ヴィデイラ・ロペス校訂本は 1 ～ 2 行と 3 ～ 4 行をあわせて各詩節 4 行とする。その場合の
脚韻の形式は aacc bbcc である。音節数は 1 行15音節となり、 1 行目は 3 音節超過する。リスボン
写本とヴァチカン写本には «sancta maria de reça» とあるが、ヴィデイラ・ロペスはリフレインに
引きずられた誤写とした（ 4 ）。 2 行目の «irmana» は両写本とも複数にする。 7 行目および次のカン
ティーガではすべて単数である。後者にしたがう。







　アイラス・パイス Airas Pais はガリシア出身のジョグラール。リスボン写本235葉裏の作品冒頭部
分とヴァチカン写本110葉裏の欄外余白に「ジョグラールのアイラス・パイス」«Ayras paez joglar» 
と記してある。オウレンセ市の1284年の記録に妻ウッラカ・アネス Urraca Anes の名と並記されて
いる（ 6 ）。のちにカスティーリャに移り、1293年のサンチョ 4 世の宮廷文書に名が見える。1303年あ
るいは翌年にイベリア北東のアラゴンの宮廷に移ったとされるが、以後は記録がとだえている。現在
まで伝わる作品は、カンティーガ・デ・アモール 2 篇、カンティーガ・デ・アミーゴ 2 篇、あわせて
4 篇である。
4 ．アイラス・パイス「愛する人に会うために」
1 　Por vee’ lo namorado 愛する人に会うために、
2 　que muit’ há que eu nom vi, ずっと会えないでいる人に。
3 　irmana, treides comigo, お姉さん、いっしょに来てください。
4 　ca me dizem que vem hy あの人がそこへ来ると私に知らせたのだから。
5 　a Santa Maria de Reça. 　レサの聖マリアのもとへ。
6 　Porque sei ca mi quer bem, 気の毒なあの人が来たことは
7 　e porque vem i mu’ mui ［coi］tado, わかっているのだから。
8 　irmana, treides comigo, お姉さん、いっしょに来てください。
9 　ca sei que vem i de grado 彼が喜んで来るのがわかっているのだから。
10　a Santa Maria de Reça. 　レサの聖マリアのもとへ
11　Por vee’ lo nomorado 愛する人に会うために、
12　que por mi gram mal levou, 私のせいで傷ついたあの人に。
13　treides comig’, ai irmana, お姉さん、いっしょに来てください。
14　ca mi dizem que chegou あの人が着いたと私に知らせてきたのだから。
15　a Santa Maria de Reça. 　レサの聖マリアのもとへ
　アジュダ写本、欠如。リスボン写本、1286～87番、270葉裏 1 ～ 2 列。ヴァチカン写本、892番、140葉裏 1 列。
Monaci, p.304：Braga, p.167；Videira Lopes, I, p.134.
　（1） vee’ lo /lis. va. mo. uello, br. vel lo （2） muit’ há /lis. va. mo. muyta, br. muit’ a （4） ca me /lis. va. mo. came （5） 
santa /va. mo. br. sancta；reça /br. leça［10, 15行も同様］（6） sei /lis. va. mo. ssey；ca mi /lis. va. mo. cami （7） i /
lis. va. mo. br. hi；mui ［coi］tado /lis. va. mo. muytado, br. mu’ yrado （9） i /lis. va. mo. br. hi （11） vee’ lo /lis. va. 
mo. uolo, br. vel-o （13） comig’ ai /lis. va. mo. comigay
　15行 3 詩節のカンティーガ・デ・アミーゴ。リフレインをともなう。前の作品と同様にヴィデイラ・
ロペス校訂本は 1 ～ 2 行と 3 ～ 4 行をあわせて各詩節 3 行とする。その場合の脚韻の形式は aac aac 
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菊地：中世ポルトガルの聖マリア信仰と文芸（下）












1 　D’ ir a Santa Maria do Lag’ hei gram sabor,
2 　e pero nom irei alá se ant’ i nom for,




4 　D’ ir a Santa Maria do Lag’ é-mi gram bem,
5 　et pero nom irey alá se ant’ i nom vem, 




7 　Gram sabor haveria ［e］ no meu coraçom
8 　d’ ir a Santa Maria se i achass’ entom,




10　Já jurei noutro dia, quando m’ ende parti
11　que nom foss’ a la ermida se ante nom foss’ i,
324
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　アジュダ写本、欠如。リスボン写本、1288番、270葉裏 2 列～271葉表 1 列。ヴァチカン写本、893番、140葉裏 1 列。
Monaci, p.304；Braga, p.167；Videira Lopes, I, p.301.
　（1） d’ ir /lis. va. mo. dir；santa /lis. va. mo. sancta；lag’ hei /lis. va. mo. laguey, br. lagu’ ey （2） irei /lis. va. mo. 
br. hyrey；alá /lis. va. mo. ala, br. a lá；ant’ i /lis. va. mo. anti （4） d’ ir /lis. dir, va. mo. vdir；lag’ é-mi /lis. va. mo. 
laguemi, br. lago é-mi （5） irei /lis. va. mo. hyrey；vem /lis. va. ase, br. sen；mo. ［lacuna］ （7） haveria /va. mo. br. 
averia；no meu /va. mo. nomeu （8） d’ ir /lis. va. mo. dir；i /lis. va. mo. br. hy；achass’ entom /va. mo. a chassentō 
（10） noutro /br. n’ outro；m’ ende /lis. mende, va. mo. br. me de；parti /va. mo. parci （11） foss’ a /lis. fossa, va. 
mo. falia, br. salia’；ermida /lis. va. mo. br. hermida；se /lis. ca, mo. de；foss’ i /lis. va. mo. fossi
　12行 4 詩節のカンティーガ・デ・アミーゴ。リフレインをともなう。ヴァチカン写本は第 2 詩節を




　サンタ・マリア・ド・ラゴ Santa Maria do Lago には「礼拝堂」«la ermida» があると語られてい
るが、ここも名だたる聖地ではない。ガリシアの南西、大西洋に面したポンテヴェドラ Pontevedra 
のサンタ・マリア・デ・ルビアネス Santa Maria de Rubianes にラゴという教区があり、そこからポ
ルトガル国境を越えた先のブラガ Braga 近郊のアマレス Amares にも同名の教区がある（ 7 ）。いずれ
に該当するのかは不明である。
　フェルナン・ド・ラゴ Fernão do Lago は出身地不明のジョグラール。本作品 1 篇が伝わるだけで
ある。リスボン写本とヴァチカン写本でその 2 人あとに出てくるフェルナンド・エスキオ Fernando 




1 　Senhor fremosa, mais de quantas som 　うるわしい婦人よ、世の婦人の中で
2 　donas no mundo, pol’ amor de Deus, 　どんな婦人にも勝るお方。神の愛によって、
3 　doede-vos vós de mim e dos meus 　あなたは私を哀れみ、長いあいだの苦しみで
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5 　por muito mal, senhor, que a mi vem 　私を見つめてくださる婦人よ、
6 　por vós, senhor, a que quero gram bem. 　あなたに大いなる慈しみを求めます。
　アジュダ写本、欠如。リスボン写本、381番、86葉表 1 ～ 2 列。ヴァチカン写本、欠如。Videira Lopes, I, p.58.
　（2） pol’ amor /lis. polamor （4） há /lis. a
　 6 行 1 詩節のみ伝わるカンティーガ・デ・アモール。第 2 詩節以降は散佚したと考えられている。




得たとされるディニス 1 世のカンティーガが伝わる（ 9 ）。やはり聖母の名は語られていないものの、
聖母に求める思いの強さがより一層あらわれている。これは次節で読んでいきたい。
　アフォンス・メンデス・デ・ベステイロス Afonso Mendes de Besteiros はポルトガル出身のトロ
バドール。コインブラの北東、サンタ・マリア・デ・ベステイロス Santa Maria de Besteiros の出
身で、貴族 fidalgo の末裔である（10）。13世紀以前にさかのぼる大貴族 rico-homem のリバ・デ・ヴィ





ガ・デ・アモール 9 篇、カンティーガ・デ・アミーゴ 2 篇、揶揄悪口のカンティーガ 3 篇、あわせて
14篇である。
2 ．ディニス 1 世「ああ、うるわしい婦人よ」
1 　Ai senhor fremosa, por Deus ああ、うるわしい婦人よ、神に誓って、
2 　e por quam boa vos el fez, どんなにか優しい御方として神はあなたを造られた。
3 　doede-vos algũa vez あなたは私を哀れみ、あのとき私のこのまなざしを
4 　de mim e destes olhos meus, 哀れんでくださった。
5 　que vos virom por mal de si, 　あなたは自分の苦しみを見つめ、
6 　quando vos virom, e por mi. 　そして私の苦しみを見つめてくださる。
7 　E porque vos fez Deus melhor 神はあなたをすべてにまさる御方として、
8 　de quantas fez e mais valer, また何よりたっとい御方として造られた。
9 　querede-vos de mim doer, あなたは私を哀れみ、私のこのまなざしを
10　e destes meus olhos, senhor, 哀れもうとなさる。婦人よ、
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11　que vos virom por mal de si, 　あなたは自分の苦しみを見つめ、
12　quando vos virom, e por mi. 　そして私の苦しみを見つめてくださる。
13　E porque o al nom é rem, ほかのものは何も価値がない。
14　senom o bem que vos Deus deu, 神があなたにあたえた慈しみさえあれば。
15　querede-vos doer do meu あなたは私の苦しみを哀れみ、私のまなざしを
16　mal e dos meus olhos, meu bem, 哀れもうとなさる。私の愛する御方よ、
17　que vos virom por mal de si, 　あなたは自分の苦しみを見つめ、
18　quando vos virom, e por mi. 　そして私の苦しみを見つめてくださる。
　アジュダ写本、欠如。リスボン写本、518/b番、117葉裏 2 列～118葉表 1 列。ヴァチカン写本、121番、14葉裏 1 列。
Monaci, p.52；Braga, pp.24sq.；Videira Lopes, I, pp.188sq.
　（2） e por /va. mo. epor （3） algũa /lis. va. mo. br. algunha （4） de mim /lis. br. de mi, va. mo. demī；destes /br. d’ 
estes （5） virom /mo. uirou；de si /lis. va. mo. dessy, br. de ssy［11, 17行も同様］（7） porque /lis. va. mo. por que （9） 
de mim /lis. br. de mi, va. mo. demī （10） destes /br. d’ estes （13） porque /lis. va. mo. por que （14） o bem /va. mo. 
obē （15） do meu /lis. va. domeu







　『聖母マリア讃歌集』Cantigas de Santa Maria のなかで聖母をたたえた詩句が思い出される。その
序詩に「私たちの主の母なる聖マリア、主の造りたもうた最高の御方」«Madre de nostro Sennor, 
Santa Maria, que ést’ a mellor cousa que el fez» とあり、さらにカンティーガ10番に「私たちはこの
御方を慕って仕えねばならない。罪を犯さぬよう努めて私たちを見守ってくださり、あやまちを悔や
むようにしてくださるのだから」«Devemo-la muit’ amar e servir, ca punna de nos guardar de 
falir；des i dos erros nos faz repentir» とある（14）。この讃歌集はガリシア＝ポルトガル語による信仰
のカンティーガを集成したもので、カスティーリャ＝レオン王国の王アルフォンソ10世のもとで編纂
された。王はトロバドールであるディニスの祖父にあたる。
　ディニス Dinis 1 世は第 6 代ポルトガル王。アフォンス 3 世と王妃ベアトリス・デ・グスマン・エ・
カスティーリャ Beatriz de Gusmão e Castela の長男として1261年にリスボンに生まれた。母はアル








セス条約 tratado de Alcanices が結ばれ、現在にいたる両国の国境が確定した。ディニスは公文書に
おけるラテン語の使用を廃してポルトガル語に改めた。これは祖父のアルフォンソ10世が公文書にカ





gerais を強化したことで一部の貴族が反発し、王の長子アフォンス王子（後のアフォンス 4 世）と
結託して数度の反乱を起こした。これはディニスの晩年までつづくことになる。嫡子アフォンスとコ
ンスタンサ Constança のほかに庶子が数人いる。そのうちアフォンス・サンシェス Afonso Sanches 





3 ．ディニス 1 世「プロヴァンスの手法にならい」
1 　Quer’ eu em maneira de proençal 私はプロヴァンスの手法にならい、
2 　fazer agora um cantar d’ amor, 今ここに愛の歌を作り、そしてわが貴婦人を
3 　e querrei muit’ i loar mia senhor たっとい御方として大いにたたえたい。
4 　a que prez nem fremosura nom fal, その美しさも優しさも何も欠けるところが
5 　nem bondade, e mais vos direi en ないのだから。その上さらに語りたい。
6 　tanto a fez Deus comprida de bem 神はよいもので彼女を満たしたことを。
7 　que mais que todas las do mundo val. 世界中に並ぶものがないほどの。
8 　Ca mia senhor quiso Deus fazer tal, なぜなら神がわが婦人を造られたとき、
9 　quando a fez, que a fez sabedor あらゆるよいもので満たそうとされた。
10　de todo bem e de mui gram valor, 大いにたっといもので満たし、そのうえに
11　e com tod’ est［o］ é mui comunal 大事なときは周囲をなごますことのできる
12　ali u deve；er deu-lhi bom sem そうした優れた感覚を彼女にあたえられた。
13　e des i non lhi fez pouco de bem しかも神は彼女になんの欠点ももたらさず、
14　quando nom quis que lh’ outra foss’ igual. どんな婦人も並ぶもののない御方とした。
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15　Ca em mia senhor nunca Deus pôs mal,  神は私の婦人にあやまちを宿すことなく、
16　mais pôs i prez e beldad’ e loor 讃えるべき魅力と美しさを宿された。
17　e falar mui bem e riir melhor 誰よりもしとやかに語り、優しくほほえみ、
18　que outra molher, des i é leal 誠実であることの魅力を宿されたのである。
19　muit’, e por esto nom sei hoj’ eu quem それだから今にいたるまで彼女のすばらしさを
20　possa compridamente no seu bem 語ることのできる者がいるのを私は知らない。
21　falar, ca nom há, tra’ lo seu bem, al. そのすばらしさに勝るものはないのだから。
　アジュダ写本、欠如。リスボン写本、520/b番、118葉表 1 ～ 2 列。ヴァチカン写本、123番、14葉裏 2 列。Monaci, p.52；
Braga, p.25；Videira Lopes, I, pp.189sq.
　（1） quer’ eu /lis. va. mo. quereu （2） fazer /lis. faz, va. mo. faz’；um /lis. va. mo. hun；d’ amor /lis. va. mo. damor 
（3） mia /lis. mo. br. mha；senhor /va. mo. senh’ （4） que /br. quen；fremosura /lis. va. mo. br. fremusura （6） tanto 
a /lis. va. mo. tantoa （8） mia /lis. va. mo. br. mha （11） est［o］ /lis. va. mo. este, br. est’ （12） u /lis. va. mo. br. hu 
（13） des i /lis. va. mo. br. desy （14） lh’ outra /lis. va. mo. lhout；foss’ igual /lis. va. mo. fossigual （15） mia /lis. va. 
mo. br. mha （16） i /lis. va. mo. br. hi；beldad’ e /lis. va. mo. beldade （17） riir melhor /va. rijrme’ lhor, mo. rijrme 
lhor （18） des i /lis. va. mo. br. desy （19） muit’ e /lis. va. mo. muyte；hoj’ eu /lis. va. mo. oieu, br. oj’ eu （21） há /lis. 
va. mo. br. a；tra’ lo /lis. va. mo. tralo, br. tral o 
　21行 3 詩節のカンティーガ・デ・アモール。リフレインを持たない。脚韻の形式は 3 詩節とも同じ 
abbacca である。










りラインバウト・ダウレンガ Rainbaut d’Aurenga は、「プロヴァンスのマリア・ド・ヴェルフィユ
という名の貴婦人をずっと愛し、歌の中でその御方のジョグラールを名のった」«Et amet longa 
sason una domna de Proensa, que avia nom madomna Maria de Vertfuoil e apellava ［la］ son joglar 
en sas chansos» という（15）。ディニスの祖父アルフォンソ王の『聖母マリア讃歌集』10番は、聖母を
たたえて「この婦人をわが貴婦人と定め、そのトロバドールに私はなりたい」«Esta dona que tenno 











4 ．ディニス 1 世「さびしかったあの日に」
1 　Senhor, em tam grave dia 婦人よ、さびしかったあの日に
2 　vos vi que nom poderia あなたに出会った。だから私は
3 　mais；e por Santa Maria, みじめではなかった。聖マリアに誓って
4 　que vos fez tam mesurada, 心優しいあなたに出会えたのだから。
5 　doede-vos algum dia あの日、あなたは哀れんでくださった。
6 　de mi, senhor bem talhada. 　私のことを。うるわしい婦人よ。
7 　Pois sempr’ há em vós mesura あなたはいつも心優しく、
8 　e todo bem e cordura, 清らかでつつしみ深い御方。
9 　que Deus fez em vós feitura ほかのどんな婦人もおよばない御方として
10　qual nom fez em molher nada, 神はあなたを造りたもうた。
11　doede-vos por mesura 心優しく哀れんでくださった。
12　de mim, senhor bem talhada. 　私のことを。うるわしい婦人よ。
13　E por Deus, senhor, tomade 婦人よ、神に誓って、神があなたに
14　mesura por gram bondade あたえられた慈しみのおかげで
15　que vos El deu, e catade あなたは優しさにあふれた御方。
16　qual vida vivo coitada 悲しみに満ちたどんな人生も見つめ、
17　e algum doo tomade どんな苦しみを抱いても見つめてくださる。
18　de mi, senhor bem talhada. 　私のことを。うるわしい婦人よ。
　アジュダ写本、欠如。リスボン写本、550番、123葉裏 2 列～124葉表 1 列。ヴァチカン写本、153番、20葉裏 2 列。
Monaci, p.63；Braga, p.31；Videira Lopes, I, pp.209sq.
　（3） e por /mo. epor （4） que vos /va. quevos；fez /va. mo. fex, br. fes （5） doede-vos /lis. va. doedevos, mo. do 
edevos；algum /br. algũ （6） de mi /va. mo. demi （7） pois /va. poy；sempr’ há /lis. va. mo. br. sempre a （8） e todo 
/va. mo. etodo （10） molher /br. mulher （11） doede-vos /lis. va. doedevos （12） de mim /lis. br. de mi, mo. demĩ （17） 
algum /lis. va. mo. br. algũ （18） de mi /va. mo. demi
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1 　Nostro Senhor Deus, que prol vos tem ora 主なる神、今あなたはこのように世を
2 　por destroirdes este mund’ assi, 乱してどんな益を得ようとなさるのか。
3 　que a melhor dona que era i, あなたの母［マリア］を除いて、かつて
4 　nem houve nunca, vossa madre fora, おられなかった最高の女性をいつわりと不実な
5 　levastes end’, e pensastes mui mal この世から連れ去ってしまうなどという、
6 　daqueste mundo fals’ e desleal； そのことをかえりみようとなさらないのか。
7 　que quanto bem aqueste mund’ havia, どれほどすばらしかったこの世の中から
8 　todo lho vós tolhestes em um dia. 一日でそのすべてを取り去ろうとなさるのか。
9 　Que pouc’ home por en prezar devia この世をありがたがる者などいるのだろうか。
10　este mundo, pois bondad’ i nom val どんなよいことも死を越えることはなく、
11　contra morrer. E pois el assi fal, 不十分なものでしかない、そんな世の中に
12　seu prazer faz quem per tal mundo fia； 期待する者をあしざまにするだけだから。
13　ca o dia que eu tal pesar vi, 私がこのような苦しみに出会ったその日、
14　já per quant’ eu deste mund’ entendi, それでもなおこの先、この世にとどまろうと
15　por fol tenh’ eu quem por tal mundo chora, する者がいるのをなんと愚かなことだと
16　e por mais fol quem mais en’ el［e］ mora.　 思って涙を流すしかなかったのである。
17　Em forte ponto et em fort［e］ hora 時ならぬ時に、また折り悪しき時に、
18　fez Deus o mundo, pois nom leixou i 神は世を造られた。そこになんのなぐさめも
19　nẽum conort［o］ e levou daqui とどめずに、よき王妃として私たちを
20　a bõa rainha, que ende fora, いたわってくださる御方、ベアトリス妃が
21　dona Beatrix. Direi-vos eu qual： 世を去られた。私はあなた方になんと語ろう。
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22　non fez Deus outra melhor nem tal, 神はこれ以上のものを創造されなかった。
23　nem de bondade par nom lh’ acharia この世の中であの御方に並ぶ者など
24　home no mundo, par Santa Maria. いるはずがなかろう。聖マリアに誓って。
　アジュダ写本、461番、25葉欠如。リスボン写本、985/b番、213葉裏 1 ～ 2 列［図 3 ］。ヴァチカン写本、573番、
91葉表 2 列［図 4 ］～裏 1 列。Vasconcelos, pp.896sq.；Monaci, pp.205sq.；Braga, p.110；Videira Lopes, II, pp.290sq.
　（1） vos /vas. vus （2） mund’ assi /lis. va. mo. mundassy （3） i /lis. va. mo. br. hy （4） houve /lis. va. vas. mo. br. 
ouve （5） end’ e /lis. mo. br. ende, va. ende’ （6） daqueste /vas. br. d’ aqueste, va. mo. da queste；fals’ e /lis. va. mo. 
fal lle （7） mund’ havia /lis. va. mo. mundauya, vas. br. mund’ avya （8） lho /vas. br. lh’ o （8） um dia /va. mo. 
mundia. br. hun dia （9） pouc’ home /lis, va. mo. poucome, vas. br. pouc’ ome；prezar /mo. ptaz’ （10） pois /va. mo. 
br. poys vos；bondad’ i /lis. va. mo. bondady （12） per /br. por （14） quant’ eu /lis. va. mo. quanteu；deste /vas. d’ 
este；mund’ entendi /lis. va. mo. mundentendi （15） tenh’ eu /lis. va. mo. tenheu；por /vas. per （16） en’ /lis. va. 
vas. mo. en, br. em （17） fort［e］ hora /lis. va. mo. fortora, vas. fort［e］ ora, br. fort’ ora （18） i /lis. va. mo. br. hy （19） 
nẽum /lis. vas. br. nenhun, va. mo. nē hū；conort［o］ e /va. mo. conorte, br. cõhort’ e；daqui /va. mo. daq’, vas. br. d’ 
aqui （20） bõa /lis. bona；ende /vas. end’ é （21） beatrix /va. mo. beat’ x （23） lh’ acharia /lis. larcharia, va. mo. 
lhacharia （24） home /lis. va. hom’, vas. ome；santa /va. vas. mo. br. sancta 
　24行 3 詩節の追悼詩プラント。リフレインを持たない。脚韻の形式は各詩節 abbaccdd である。
　カスティーリャの王フェルナンド 3 世の妻で1235年11月に亡くなったベアトリス・デ・スアビア 
Beatriz de Suábia の死をいたむ。 3 行目に「あなたの母」«vossa madre» とあるのを、フェルナン
ド王の母ベレンゲラ Berenguela と解する意見がある（18）。しかし第 1 詩節は一貫してトロバドールが
神に語りかけているのだから、ここは神の母マリアと解すべきだろう。
　ベアトリスの父は神聖ローマ皇帝ハインリッヒ 6 世の弟シュヴァーベン公フィリップ Philipp von 
Schwaben、母は東ローマ皇帝イサアキオス 2 世アンゲロス Isaakios II Angelos の娘イレーネ・アン





　ペロ・ダ・ポンテ Pero da Ponte はガリシア出身のトロバドール。ダ・ポンテという呼称はガリ
シアのポンテヴェドラ Pontevedra にちなむとされる。その地の記録にペロ・フェルナンデス・ダ・








　カンティーガのひとつにギラウト・リキエル Guiraut Riquier の歌 canso からの影響が指摘されて
いる（21）。リキエルはフランスのトゥルバドゥールの中でもっとも遅い世代に属し、その活動は1260
年以降とされる。またアルフォンソ10世の弟マヌエル王子 Infante Manuel を題材としたカンティー
ガがある。これは王子を批判する内容である（22）。兄弟の確執は1277年に表面化した。ここからその
制作年代とペロ・ダ・ポンテの宮廷における立場が推測できる。現在まで伝わる作品は、カンティー
ガ・デ・アモール 7 篇（うち 2 篇は作者に疑義もある）、カンティーガ・デ・アミーゴ 7 篇、揶揄悪
口のカンティーガ31篇、討論詩テンサオン 3 篇、追悼詩プロント 5 篇、讃美の歌カンティーガ・デ・ロー





ラテン中世における追悼の讃辞 laudatio funebris の伝統につながるものであろう（24）。
第 6 章　中世ポルトガルの聖母信仰
1 ．世俗のカンティーガ





ストレラから 1 篇、追悼詩プラントから 1 篇、あわせて20篇を取りあげた。『カンシオネイロ』のな



























の名は登場する。ただし信心にかかわるものはいたって少ない。ロポ・リアス Lopo Lias というガリ
シア出身のトロバドールがいた。13世紀前半に活動したとされる（27）。イベリア北東のレモス Lemos 
の領主の息子たちを嘲笑した連作カンティーガがあり、そのひとつに「ようやく暴れ馬の仕度がとと
のった。だが乗っていくつもりはない。ばかでかい鞍はもうこりごりだ」«Ora tenho guisado de m’ 


























をあつかうカンティーガと特定の主題をもたない讃美の歌 cantiga de loor によって構成される（本
節の記述は紀要掲載中の拙稿「聖母マリアのカンティーガ（ 1 ）～（ 5 ）」に対応するものである）。
　讃美の歌のひとつ、カンティーガ10番は聖母を「薔薇の中の薔薇」«rosa das rosas» とたたえる。
そこでは「この婦人をわが貴婦人と思いさだめ、そのトロバドールに私はなりたい」«Esta dona que 

















以後にイングランドの聖職者アドガル Adgar が『恩寵の書』Le Gracial と題してアングロ・ノルマ
ン語による最初の集成を編纂した。これは中世フランス語の系統に属する言語で、当時のイングラン
ドが置かれた歴史的状況を反映している。これにやや遅れてフランスの修道士ゴーティエ・ド・コワ
ンシー Gautier de Coinci が『聖母の奇跡集』Les miracles de Nostre Dame を著した。イベリアでは
13世紀にゴンサロ・デ・ベルセオ Gonzalo de Berceo がカスティーリャ語による『聖母の奇跡集』






















なたのトロバドールを助けてください」«acorred’ a vosso trobador» と懇願する（34）。「あなたをたた
えるこの者」«este vosso loador» が苦しんでいるのだと聖母にあわれみを乞う。聖母を神に「とり
なす方」«rezõador» つまり仲介者と頼み、また「助けてくださる方」«ajudador» つまり救助者とし
て期待する。さらに「あらゆる恵みをさずける方」«galardõador de todo ben» と呼び、「病を癒やす




たなかでくりかえされる「聖マリア、お救いください。ああ、私の貴婦人」«Santa Maria, valed’, ai 
Sennor» というひびきは、ひたむきなまでに直截であり、技巧にあふれたどんなカンティーガよりも











que foi viva no corpo de sa madre, foi quita do pecado que Adan, nosso padre, fezera per consello» 
とある（36）。310番はマリアが母胎に宿ったときすでに清められていたと語る。「彼女は母の胎内で父［ヨ
アキム］の子となったときからずっと聖なるものとされた」«Ca sempre santivigada foi des que a 
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　Este trabalho enseja uma exploração sobre a fé medieval na Nossa Senhora ao lado oeste da 
península Ibérica, na região atualmente dividido em Galicia da Espanha e Portugal, lendo algumas 
das cantigas seculares pela língua galego-portuguesa que eram compostas durante os quase cem 
cinquënta anos, desde o fim do século XII até ao meados do século XIV. Para tanto temos a 
cofiguração seguinte.
　Capítulo I. Arte de trovadores：1. A linguagem da poesia rírica；2. Diversidade dos géneros；3. 
Os manuscritos e a música dos Cancioneiros.
　II. As cantigas do murmurinho dos namorados：1. «Pelo souto de Crexente» do João Airas de 
Santiago；2. «A rem do mundo que melhor queria» do Paio Soares de Taveiros；3. «De mia senhor 
direi-vos que mi avém» do Rui Queimado；4. «Bailade hoje, ai filha, que prazer vejades» do Airas Nunes.
　III. As cantigas da tristeza do amor：1. «Disse-m’ a mi meu amigo» do Fernão Rodrigues de 
Calheiros；2. «Assanhei-me-vos, amigo, n’ outro dia» do Pero da Ver；3. «A Santa Maria fez ir meu 
amigo» do mesmo；4. «Amiga, bem sei do meu amigo» do Sancho Sanches；5. «Vistes vós, amiga, meu 
amigo» do João Vasques de Talaveira；6. «Meus amigos, que sabor haveria» do João Soares Coelho.
　IV. As cantigas da aflição da viagem：1. «Ir quer’ hoj’ eu, fremosa de coraçom» do Afonso Lopes 
de Baião；2. «Disserom-mi ũas novas de que m’ é mui gram bem» do mesmo；3. «Quer’ ir a Santa 
Maria» do Airas Pais；4. «Por vee’ lo namorado» do mesmo；5. «D’ ir a Santa Maria do Lag’ hei 
gram sabor» do Fernão do Lago.
　V. As cantigas para louvar a Santa Maria：1. «Senhor fremosa, mais de quantas som» do Afonso 
Mendes de Besteiros；2. «Ai senhor fremosa, por Deus» do Dinis I；3. «Quer’ eu em maneira de 
proençal» do mesmo；4. «Senhor, em tam grave dia» do mesmo；5. «Nostro Senhor Deus, que prol 
vos tem ora» do Pero da Ponte.
　VI. A fé medievais portuguesa na Nossa Senhora, 1. As cantigas seculares, 2. As cantigas 
religiosas.
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